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2019/8/23 2019/8/30 変化率
1.487 1.489 +0.14%

2019/8/23 2019/8/30 変化幅
6.574 6.559 -0.015

2019/8/23 2019/8/30 変化率
36,701.16 37,332.79 +1.72%

週初は、23⽇に発表された景気⽀援策が⼤きな財政⽀出を伴うも
のではなかったことで財政⾚字の拡⼤懸念が後退し、インド10年国
債の利回りは低下（価格は上昇）しました。26⽇は、RBIによる
剰余⾦の政府への⽀払発表を受けて⼀段と財政⾚字懸念が後退
して債券市場の⽀援材料となりましたが、利益確定売りも出て10
年国債の利回りは上昇しました。その後は週末まで⼩動きとなり、週
間では利回り低下となりました。
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［株式市場］SENSEX指数の推移
（2016年1⽉1⽇〜2019年8⽉30⽇）

［債券市場］インド⾃国通貨建て10年国債利回りの推移
（2016年1⽉1⽇〜2019年8⽉30⽇）

［為替市場］インドルピーの対円レートの推移
（2016年1⽉1⽇〜2019年8⽉30⽇）
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週初は、23⽇に発表された景気⽀援策が好感されるなどして株式
市場は上昇しました。27⽇は、前⽇にインド準備銀⾏（中央銀
⾏、RBI）が特別委員会の提⾔を受け⼊れて剰余⾦を政府に⽀
払うと発表したことが好感されて上昇しました。その後は世界的な景
気減速懸念などが重⽯となって反落しました。しかし、30⽇の⼣⽅
にシタラマン財務相が国営銀⾏の合併策を発表する⾒込みと報じら
れて、期待感から再び上昇し、週間では上昇となりました。

26⽇のRBIによる剰余⾦の政府への⽀払発表が好感されたことなど
からルピーは対⽶ドルで上昇しました。円も対⽶ドルで上昇しました
が、ルピーの上昇幅の⽅が⼤きかったことから、ルピー⾼円安となりま
した。

（対象期間：2019/8/26〜2019/8/30）

出所：グラフおよび表はBloomberg L.P.のデータに基づきイーストスプリング・インベストメンツ作成。
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買の推奨をするものではありません。※当社による事前の書⾯による同意無く、本資料の全部またはその⼀部を複製・転⽤並びに配布することはご遠慮ください。
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